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市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索
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（五十音順で掲載）

副議長就任ごあいさつ副議長就任ごあいさつ 議長就任ごあいさつ議長就任ごあいさつ

副議長

　
議　長

辻 　弘之
つじ

 
ひろ し

　登別市民の皆さま、このたび
登別市議会副議長に選出されま
した村井としゆきと申します。
　今回の登別市議会議員選挙で
は、定数19人に対し、同数の立
候補者数であったため、無投票
当選となりました。
　私たち議員はその事実をしっ
かりと受け止め、今後の議会活
動を通し市民の皆さまへ伝えて
いくことが、議会への関心につ
ながっていくものと思います。
　さて、副議長の役割ですが、
議長を補佐し、公正かつ円滑な
議会運営に努めるとともに、市

民の皆さまの声をしっかりと聴き、市政に反映させて
いくことが重要な役割であると考えております。私
は、市議会副議長という立場から皆さまと市政をつな
ぐ架け橋となれますよう、努力してまいります。
　最後になりますが、今後とも市民の皆さまとさらに
開かれた議会を目指し、副議長として精一杯努めてま
いります。

　本議会は昨年、議会改革度ラ
ンキング全国１位との評価をい
ただきました。この評価はあく
までも議会のシステムに対する
ものであり、そのシステムを活
用して、「住民のふつうの暮ら
しの幸せ」を実現できるかは、
議員の「質」およびそれら総体
としての議会力にかかっていま
す。
　そこで、今期においては「多
様性ある議会」の実現に向けた
コンセプトを継続するとともに、
「議論する議会」を軸とした議
会力の向上を目指すことを公約

とさせていただきます。議論する議員を見える化するこ
とで、住民皆さまが私たち議員の活動状況を知り、評価
できるよう改善してまいります。また、無投票当選を受
けて、議員定数の適正化についても早々に議論に着手
させていただきます。皆さまにおかれましては、登別の
未来づくりにむけて、引き続きお力添えを賜りますよう
心よりお願い申し上げます。

むら い としゆき

　令和５年４月16日の登別市議会議員選挙告示日において、19名から届け出があり、候補者の定数（19名）を超えな
いことから選挙は行われず、19名の議員が選出されました。
　議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、また、各委員会の委員が新たに選任されましたので各委員会構成
をお知らせします。

村井 　寿行
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　一
般
会
計
243
億
８
千
万
円
と
特
別
会
計

104
億
７
千
910
万
円
、
公
営
企
業
会
計
67
億

８
千
860
万
円
を
合
わ
せ
、
繰
越
明
許
費
分

を
含
め
た
実
質
的
な
予
算
規
模
は
418
億
９

千
68
万
円
と
な
っ
た
。

　一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
、
消
防
本
部

新
庁
舎
建
設
事
業
費
14
億
９
千
39
万
円
、

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
補
助
金
３
億
１

千
552
万
円
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
設
置
事
業
補
助
金
３
億
379
万
円
、
市
役

所
本
庁
舎
建
設
事
業
費
（
実
施
設
計
等
）
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委員17名が
令和5年度予算を問う

予 算 審 査
特 集

令和5年3月９日（木）～14日（火）

１
億
２
千
796
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
。

　昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
う
石
油
製
品
や

電
気
料
金
・
燃
料
費
等
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
、
約
２
億

７
千
万
円
の
増
な
ど
、
予
算
規
模
は
大
幅

な
増
加
と
な
っ
た
。

　４
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
が
、
北

海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過
納
付
金

の
取
り
崩
し
で
補
う
財
政
措
置
と
な
っ
た
。

　４
日
間
で
行
わ
れ
た
予
算
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
一
般
会
計

の
歳
出
は
各
款
ご
と
、
歳
入
は
全
般
に
わ

た
り
質
疑
を
行
い
、
市
民
・
前
進
と
市
政

ク
ラ
ブ
21
の
２
会
派
の
総
括
質
疑
終
了
後
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
と
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
の
質
疑
は
な
か
っ
た
が
、
国
民
健

康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・
介
護
保
険
・

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
・
水
道
事

業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質
疑

終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

令
和
５
年
度

　
　
　予
算
審
査
の
概
要

令和5年度当初予算の内訳

　詳しい質疑の内容を
録画中継でご覧いただ
くことができます。ス
マートフォン等をお持
ちの方は、下記の二次
元バーコードからぜひ
ご覧ください。

全会計 一般会計

特別会計 公営企業会計

416億4,770万円 243億8,000万円

104億7,910万円 67億8,860万円

（前年度当初比18億7,540万円増） （前年度当初比18億800万円増）

（前年度当初比２億1,850万円増） （前年度当初比1億5,110万円減）

　令和５年第１回定例会において、３月９日
（木）～14日（火）の４日間、予算・決算委
員会を開催し、令和５年度の予算関連議案の
審査を行いました。
　委員17名から約150項目にわたる質疑の後、
総括質疑を行い、審査は合計で19時間９分に
及び、その結果、一般会計予算、各特別会計
予算及び各事業会計予算を全て全会一致で可
決しました。

に  

へ
い

　
　令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
事
業
特
別
会

計
に
お
け
る
給
食
事
業
収
入
に
お
い
て
、
本

市
の
給
食
費
が
近
隣
市
よ
り
高
い
原
因
に
つ

い
て
確
認
し
た
い
。

　
　本
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設

内
が
手
狭
で
あ
る
た
め
、
連
続
フ
ラ
イ
ヤ
ー

や
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
加
熱

調
理
器
が
な
く
、
揚
げ
物
な
ど
の
副
食
（
お

か
ず
）
に
つ
い
て
は
、
加
熱
調
理
済
み
の
も

の
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
が
単
価
に

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
近
隣
市
よ
り
給

食
費
が
高
い
原
因
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　令
和
５
年
度
に
大
規
模
改
修
予
定
と

な
っ
て
い
る
、
カ
ル
ル
ス
サ
ン
ラ
イ
バ
ス

キ
ー
場
第
１
リ
フ
ト
の
今
後
の
改
修
計
画
並

び
に
、
リ
フ
ト
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
。

　
　改
修
費
用
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
令
和
５

年
度
の
実
施
は
見
送
っ
た
が
、
今
後
は
リ
フ

ト
乗
車
人
数
の
推
移
や
運
営
状
況
、
社
会
情

勢
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の

改
修
規
模
や
実
施
時
期
な
ど
を
検
討
す
る
。

　今
後
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
随
時
点

検
を
し
な
が
ら
必
要
な
箇
所
を
修
繕
し
、
安

全
・
安
心
な
リ
フ
ト
運
行
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
武
）

　
　予
算
増
の
要
因
と
そ
れ
に
伴
い
４
億
円

の
財
源
不
足
が
生
じ
た
こ
と
へ
の
捉
え
は
。

　
　当
初
予
算
は
、
対
前
年
度
18
億
800
万
円

（
８
％
）
増
の
243
億
８
千
万
円
と
な
っ
た
。

　増
加
の
主
な
要
因
は
、
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
、
Ｊ
Ｒ
登

別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
設
置
事
業
な
ど
、
大

型
事
業
に
係
る
経
費
が
大
き
い
こ
と
に
加
え
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
う
石
油
製
品
価
格
や

電
気
料
金
の
引
き
上
げ
で
燃
料
費
・
光
熱
水

費
の
大
幅
な
増
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
歳
入
で
は
各
建
設
事
業
費
の
増
や

市
税
、
地
方
交
付
税
の
増
に
な
り
、
４
億
円

の
財
源
不
足
と
な
っ
た
が
、
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
一
定
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
同
様
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　
　市
内
経
済
の
活
性
化
へ
の
考
え
は
。

　
　企
業
誘
致
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、

関
係
各
所
と
共
に
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

　さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
で
実
施
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
活
用
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

４
つ
の
企
業
と
の
契
約
が
あ
り
、
今
後
も
取

り
組
み
を
続
け
、
関
係
人
口
や
雇
用
機
会
の

創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　施
設
の
利
用
申
し
込
み
に
お
け
る
ウ
ェ

ブ
予
約
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　予
約
シ
ス
テ
ム
の
最
終
調
整
段
階
で
あ

り
、
新
年
度
の
早
い
時
期
に
ウ
ェ
ブ
予
約
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　
　施
設
の
さ
ら
な
る
活
用
、
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　指
定
管
理
者
の
長
年
の
活
動
経
験
、
団

体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
事
業
展

開
、
市
内
外
で
活
躍
す
る
方
を
講
師
に
招
い

て
の
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
の
開
催
な
ど
、

交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
場
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

　
　市
政
執
行
方
針
に
お
け
る
新
し
い
時
代

を
意
識
し
た
、
３
つ
の
重
点
方
針
に
応
え
る

形
で
の
予
算
編
成
と
前
向
き
に
評
価
し
て
い

る
が
、
一
方
で
、
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
予
算
か
ら
続
い
た
均
衡

予
算
が
組
め
な
か
っ
た
点
や
、
今
後
予
定
し

て
い
る
大
型
事
業
の
実
施
に
よ
る
予
算
額
の

増
な
ど
、
不
安
要
素
を
感
じ
て
い
る
。

　令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
４
億

円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

展
開
す
る
重
要
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
３

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
定
め
、
重
点
的
な
予
算

措
置
を
行
っ
た
。

　災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
役

所
本
庁
舎
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

へ
の
挑
戦
に
向
け
、
国
の
地
域
脱
炭
素
移
行

・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
将
来
に
向

け
た
積
極
的
な
予
算
措
置
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　中
期
的
に
は
、
固
定
経
費
と
な
り
得
る
経

常
経
費
の
増
加
と
い
う
課
題
点
が
、
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
・
井
野
）

 議会だよりでぃすかす　117号 

質答

質質 答答

質質 答答

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）各委員の質疑

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）総括質疑

総
括
質
疑

　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

学
校
給
食
費
が
近
隣
市
よ
り

　
　
　
　
　高
い
の
は
な
ぜ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　今
後
の
活
性
化
策
は

　
　温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）
策
定
事
業
に
お
け
る
市
民
と
の
関
わ
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　事
業
者
・
民
間
団
体
・
公
募
市
民
の
30

人
以
内
で
構
成
さ
れ
る
登
別
市
環
境
保
全
市

民
会
議
と
、
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
内
容
、

実
効
性
、
有
効
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い
く
。

　計
画
案
に
つ
い
て
は
学
識
経
験
者
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
・
公
募
市
民
で
構
成
す
る
環

境
保
全
審
議
会
に
諮
問
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
を
集
約
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

質答

質答 質答
ス
キ
ー
場
第
１
リ
フ
ト
の
今
後
は

い
　の

す
ぎ  

お

み
や
た
け

て
ん
じ
ん
ば
や
し

な
り  

た

ち
　

 

だ

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

　
　
　
　
　取
り
組
み
方
はい

　

 

の
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　一
般
会
計
243
億
８
千
万
円
と
特
別
会
計

104
億
７
千
910
万
円
、
公
営
企
業
会
計
67
億

８
千
860
万
円
を
合
わ
せ
、
繰
越
明
許
費
分

を
含
め
た
実
質
的
な
予
算
規
模
は
418
億
９

千
68
万
円
と
な
っ
た
。

　一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
、
消
防
本
部

新
庁
舎
建
設
事
業
費
14
億
９
千
39
万
円
、

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
補
助
金
３
億
１

千
552
万
円
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
設
置
事
業
補
助
金
３
億
379
万
円
、
市
役

所
本
庁
舎
建
設
事
業
費
（
実
施
設
計
等
）

 議会だよりでぃすかす　117号 

委員17名が
令和5年度予算を問う

予 算 審 査
特 集

令和5年3月９日（木）～14日（火）

１
億
２
千
796
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
。

　昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
う
石
油
製
品
や

電
気
料
金
・
燃
料
費
等
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
、
約
２
億

７
千
万
円
の
増
な
ど
、
予
算
規
模
は
大
幅

な
増
加
と
な
っ
た
。

　４
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
が
、
北

海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過
納
付
金

の
取
り
崩
し
で
補
う
財
政
措
置
と
な
っ
た
。

　４
日
間
で
行
わ
れ
た
予
算
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
一
般
会
計

の
歳
出
は
各
款
ご
と
、
歳
入
は
全
般
に
わ

た
り
質
疑
を
行
い
、
市
民
・
前
進
と
市
政

ク
ラ
ブ
21
の
２
会
派
の
総
括
質
疑
終
了
後
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
と
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
の
質
疑
は
な
か
っ
た
が
、
国
民
健

康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・
介
護
保
険
・

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
・
水
道
事

業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質
疑

終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

令
和
５
年
度

　
　
　予
算
審
査
の
概
要

令和5年度当初予算の内訳

　詳しい質疑の内容を
録画中継でご覧いただ
くことができます。ス
マートフォン等をお持
ちの方は、下記の二次
元バーコードからぜひ
ご覧ください。

全会計 一般会計

特別会計 公営企業会計

416億4,770万円 243億8,000万円

104億7,910万円 67億8,860万円

（前年度当初比18億7,540万円増） （前年度当初比18億800万円増）

（前年度当初比２億1,850万円増） （前年度当初比1億5,110万円減）

　令和５年第１回定例会において、３月９日
（木）～14日（火）の４日間、予算・決算委
員会を開催し、令和５年度の予算関連議案の
審査を行いました。
　委員17名から約150項目にわたる質疑の後、
総括質疑を行い、審査は合計で19時間９分に
及び、その結果、一般会計予算、各特別会計
予算及び各事業会計予算を全て全会一致で可
決しました。

に  

へ
い

　
　令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
事
業
特
別
会

計
に
お
け
る
給
食
事
業
収
入
に
お
い
て
、
本

市
の
給
食
費
が
近
隣
市
よ
り
高
い
原
因
に
つ

い
て
確
認
し
た
い
。

　
　本
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設

内
が
手
狭
で
あ
る
た
め
、
連
続
フ
ラ
イ
ヤ
ー

や
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
加
熱

調
理
器
が
な
く
、
揚
げ
物
な
ど
の
副
食
（
お

か
ず
）
に
つ
い
て
は
、
加
熱
調
理
済
み
の
も

の
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
部
分
が
単
価
に

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
近
隣
市
よ
り
給

食
費
が
高
い
原
因
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　令
和
５
年
度
に
大
規
模
改
修
予
定
と

な
っ
て
い
る
、
カ
ル
ル
ス
サ
ン
ラ
イ
バ
ス

キ
ー
場
第
１
リ
フ
ト
の
今
後
の
改
修
計
画
並

び
に
、
リ
フ
ト
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
。

　
　改
修
費
用
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
令
和
５

年
度
の
実
施
は
見
送
っ
た
が
、
今
後
は
リ
フ

ト
乗
車
人
数
の
推
移
や
運
営
状
況
、
社
会
情

勢
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の

改
修
規
模
や
実
施
時
期
な
ど
を
検
討
す
る
。

　今
後
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
随
時
点

検
を
し
な
が
ら
必
要
な
箇
所
を
修
繕
し
、
安

全
・
安
心
な
リ
フ
ト
運
行
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
武
）

　
　予
算
増
の
要
因
と
そ
れ
に
伴
い
４
億
円

の
財
源
不
足
が
生
じ
た
こ
と
へ
の
捉
え
は
。

　
　当
初
予
算
は
、
対
前
年
度
18
億
800
万
円

（
８
％
）
増
の
243
億
８
千
万
円
と
な
っ
た
。

　増
加
の
主
な
要
因
は
、
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
、
Ｊ
Ｒ
登

別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
設
置
事
業
な
ど
、
大

型
事
業
に
係
る
経
費
が
大
き
い
こ
と
に
加
え
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
う
石
油
製
品
価
格
や

電
気
料
金
の
引
き
上
げ
で
燃
料
費
・
光
熱
水

費
の
大
幅
な
増
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
歳
入
で
は
各
建
設
事
業
費
の
増
や

市
税
、
地
方
交
付
税
の
増
に
な
り
、
４
億
円

の
財
源
不
足
と
な
っ
た
が
、
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
一
定
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
同
様
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　
　市
内
経
済
の
活
性
化
へ
の
考
え
は
。

　
　企
業
誘
致
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、

関
係
各
所
と
共
に
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

　さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
で
実
施
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
活
用
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

４
つ
の
企
業
と
の
契
約
が
あ
り
、
今
後
も
取

り
組
み
を
続
け
、
関
係
人
口
や
雇
用
機
会
の

創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　施
設
の
利
用
申
し
込
み
に
お
け
る
ウ
ェ

ブ
予
約
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　予
約
シ
ス
テ
ム
の
最
終
調
整
段
階
で
あ

り
、
新
年
度
の
早
い
時
期
に
ウ
ェ
ブ
予
約
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　
　施
設
の
さ
ら
な
る
活
用
、
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　指
定
管
理
者
の
長
年
の
活
動
経
験
、
団

体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
事
業
展

開
、
市
内
外
で
活
躍
す
る
方
を
講
師
に
招
い

て
の
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
の
開
催
な
ど
、

交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
場
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

　
　市
政
執
行
方
針
に
お
け
る
新
し
い
時
代

を
意
識
し
た
、
３
つ
の
重
点
方
針
に
応
え
る

形
で
の
予
算
編
成
と
前
向
き
に
評
価
し
て
い

る
が
、
一
方
で
、
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
予
算
か
ら
続
い
た
均
衡

予
算
が
組
め
な
か
っ
た
点
や
、
今
後
予
定
し

て
い
る
大
型
事
業
の
実
施
に
よ
る
予
算
額
の

増
な
ど
、
不
安
要
素
を
感
じ
て
い
る
。

　令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
４
億

円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

展
開
す
る
重
要
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
３

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
定
め
、
重
点
的
な
予
算

措
置
を
行
っ
た
。

　災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
役

所
本
庁
舎
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

へ
の
挑
戦
に
向
け
、
国
の
地
域
脱
炭
素
移
行

・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
将
来
に
向

け
た
積
極
的
な
予
算
措
置
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　中
期
的
に
は
、
固
定
経
費
と
な
り
得
る
経

常
経
費
の
増
加
と
い
う
課
題
点
が
、
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
・
井
野
）

 議会だよりでぃすかす　117号 

質答

質質 答答

質質 答答

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）各委員の質疑

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）総括質疑

総
括
質
疑

　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

学
校
給
食
費
が
近
隣
市
よ
り

　
　
　
　
　高
い
の
は
な
ぜ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　今
後
の
活
性
化
策
は

　
　温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）
策
定
事
業
に
お
け
る
市
民
と
の
関
わ
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　事
業
者
・
民
間
団
体
・
公
募
市
民
の
30

人
以
内
で
構
成
さ
れ
る
登
別
市
環
境
保
全
市

民
会
議
と
、
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
内
容
、

実
効
性
、
有
効
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い
く
。

　計
画
案
に
つ
い
て
は
学
識
経
験
者
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
・
公
募
市
民
で
構
成
す
る
環

境
保
全
審
議
会
に
諮
問
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
を
集
約
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

質答

質答 質答
ス
キ
ー
場
第
１
リ
フ
ト
の
今
後
は

い
　の

す
ぎ  

お

み
や
た
け

て
ん
じ
ん
ば
や
し

な
り  

た

ち
　

 

だ

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

　
　
　
　
　取
り
組
み
方
はい

　

 

の



　
　今
回
の
本
市
の
医
療
費
助
成
拡
大
に
よ

る
変
更
点
は
。

　
　現
在
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
助
成
範

囲
は
中
学
生
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
課
税
世

帯
の
小
・
中
学
生
の
通
院
及
び
中
学
生
の
入

院
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　今
回
の
拡
大
で
助
成
範
囲
が
高
校
生
世
代

ま
で
と
な
り
、
ま
た
新
た
に
課
税
世
帯
の
中

学
生
・
高
校
生
世
代
の
入
院
が
対
象
と
な
る
。

　こ
の
こ
と
に
よ
り
、
入
院
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
世
代
ま
で
課
税
非
課
税
を
問
わ
ず
助

成
対
象
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

 議会だよりでぃすかす　117号 

　
　民
間
事
業
者
へ
委
託
す
る
本
事
業
は
、

家
庭
訪
問
を
行
う
経
験
と
知
識
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
事
前
の
ケ
ー
ス
説
明
や

研
修
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　事
業
者
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
本
事
業

の
従
事
者
を
対
象
と
す
る
内
容
の
研
修
は
、

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
、

児
童
虐
待
の
予
防
に
係
る
よ
う
な
研
修
な
ど
、

本
事
業
の
内
容
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
研
修

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
な
ど
が
適
宜
開
催
し

て
い
る
た
め
、
参
加
可
能
な
研
修
に
つ
い
て

は
受
講
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

　
　休
日
保
育
の
実
施
箇
所
が
富
士
保
育
所

の
み
の
た
め
、
就
職
先
を
選
択
す
る
過
程
で

断
念
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
休

日
保
育
施
設
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　休
日
保
育
を
実
施
す
る
に
は
、
最
低
限

３
人
の
保
育
士
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

利
用
者
が
少
な
い
現
状
で
は
、
費
用
対
効
果

の
面
で
も
適
切
と
考
え
る
。

　現
在
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な
い
も
の
の
、

令
和
６
年
度
に
新
生
町
３
丁
目
に
開
園
予
定

の
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
体
制
を
整
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質答

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）各委員の質疑

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
範
囲
は

休
日
保
育
の
実
施
施
設
を

　
　
　
　
　増
や
す
考
え
は

質答 質答
見
守
り
の
必
要
な
家
庭
へ
の

　
　
　
　
　
　訪
問
事
業
は

　
　バ
ス
の
減
便
で
赤
字
は
解
消
さ
れ
る
が
、

市
民
に
と
っ
て
は
不
便
と
感
じ
、
利
用
者
の

利
便
性
も
大
切
だ
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　赤
字
が
改
善
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性

が
低
下
し
な
い
の
が
望
ま
し
い
。

　交
通
事
業
者
に
お
い
て
は
、
乗
務
員
の
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
人

口
減
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
把
握
し
、
公
共

交
通
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
く
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　福
祉
体
制
の
重
層
的
支
援
の
強
化
は
。

　
　令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
支
援
体

制
構
築
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
多
機
関
協
働
事
業
へ
つ
な
ぐ
相
談

支
援
、
社
会
と
つ
な
が
る
ニ
ー
ズ
の
メ

ニ
ュ
ー
や
対
象
者
定
着
支
援
・
受
け
入
れ
先

支
援
を
行
う
参
加
支
援
・
世
代
間
交
流
を
図

る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
地
域
活
動
の
活
性

化
へ
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
が
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　そ
れ
に
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
支
援

機
関
、
町
内
会
な
ど
と
連
携
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
が
91･

４
％
と
100
％
ま
で

あ
と
少
し
だ
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
め
ば
、
電

気
料
金
が
下
が
る
効
果
も
あ
る
。

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
100
％
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　他
の
町
内
会
と
比
較
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

進
ん
で
い
な
い
町
内
会
に
対
し
て
、
効
果
や

市
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
の
状
況
を
説
明
し
、
早

期
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
働
き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
数
年
に
渡
り
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
令
和
５
年
度
に
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

100
％
の
達
成
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
100
％
を
目
指
し
て

福
祉
体
制
の
重
層
的
支
援
の
強
化
は

　
　本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
い

手
不
足
の
要
因
の
一
つ
が
、
住
所
や
電
話
番

号
を
公
表
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
国
か
ら
閲
覧

で
き
る
状
況
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
改
善

す
る
べ
き
で
は
。

　
　個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

時
勢
に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
公
表
を
理

由
に
引
き
受
け
た
く
な
い
と
い
う
方
が
い
る

可
能
性
も
あ
る
。

　他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

質答 質答

質答質答
バ
ス
の
減
便
の
な
か
、

　
　
　市
民
の
足
の
確
保
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　
　
　担
い
手
不
足
問
題

よ
ね  

た

さ
　

 

さ
　き

　
　青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
移
動
時
に
よ

る
交
通
事
故
、
現
施
設
の
耐
震
性
、
大
津
波

警
報
発
生
時
の
避
難
へ
の
心
配
な
ど
、
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で
青

葉
小
学
校
敷
地
内
に
配
置
す
べ
き
で
は
。

　
　同
じ
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
理

想
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
し

て
き
た
。

　安
全
・
安
心
な
施
設
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所

を
今
後
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質答
安
全
・
安
心
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

こ
ん  

の

あ  

だ
ち

す
ぎ  

お

く  

ど
う

む
ら  

い

ち
　

 

だ

　市
民
か
ら
の
公
募
で
名
付
け
ら
れ
た

本
紙
の
愛
称
で
ぃ
す
か
す
は
、
市
民
と

議
会
を
結
ぶ
広
報
紙
と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　で
ぃ
す
か
す
116
号
で
公
募
し
た
、
議

会
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
市
民
と

議
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
議
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一

部
紹
介
し
ま
す
。

　議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
議
会
が
市

民
と
の
協
働
に
ふ
さ
わ
し
い
委
員
会
活

動
や
運
営
を
目
指
し
、
議
案
の
審
査
や

調
査
の
た
め
の
参
考
意
見
を
求
め
て
、

市
民
か
ら
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　各
委
員
会
で
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
は
、
委
員
会
の
活
動
状
況
、
政
策
・

条
例
の
提
案
に
対
す
る
意
見
や
助
言
を

い
た
だ
き
、
時
に
は
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
方
を
お
招
き
し
て
ご
教
授
い

た
だ
く
な
ど
、
市
民
や
有
識
者
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も

市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指

し
、
サ
ポ
ー
タ

ー
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
　
　
　

　
　
　（伊
藤
）

　小
・
中
学
校
へ
の
新
入
学
生
に
と
っ
て
、

入
学
の
準
備
は
、
何
よ
り
も
心
が
弾
む
も
の

で
す
が
、
そ
の
た
め
の
保
護
者
の
負
担
は
大

き
く
、
支
給
さ
れ
る
準
備
金
は
経
済
的
支
え

と
な
っ
て
お
り
、
支
給
が
今
よ
り
１
〜
２
カ

月
早
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
心
も
和
や
か

な
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
　新
入
学
準
備
金
の
支
給
は
１
〜
２
月
中

に
支
給
し
、
余
裕
を
も
っ
て
入
学
準
備
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　支
給
作
業
が
増
加
す
る
た
め
、
困
難
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

 議会だよりでぃすかす　117号 

わ
た
な
べ

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）各委員の質疑

　
　事
業
の
整
備
内
容
と
目
的
、
工
事
期
間

及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

　
　ビ
ー
チ
パ
ー
ク
裏
側
（
登
別
駅
側
）
に

あ
る※

石
積
の※

擁
壁
を
一
部
撤
去
し
、
園

内
の
芝
生
部
分
へ
既
存
の
西
側
出
入
口
ま
で

を
結
ぶ
新
た
な
園
路
を
設
置
し
、
石
山
通
り

の
歩
道
に
つ
い
て
も
新
整
備
の
予
定
で
あ
る
。

　年
内
の
完
成
を
見
込
み
、
市
の
基
準
に
よ

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
歩
道
面
で
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
ヌ
プ
ル
ま
で
の
新
園
路
を

設
置
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
が
安
全
に
通

行
で
き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　現
在
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
学
校
図
書

館
シ
ス
テ
ム
と
の
一
体
化
を
行
い
、
効
率
的

な
運
営
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
学
校
図
書
館
シ
ス

テ
ム
と
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　現
時
点
で
は
時
期
が
未
定
だ
が
、
次
回
の

シ
ス
テ
ム
更
新
時
に
は
、
学
校
図
書
館
シ
ス

テ
ム
を
所
管
す
る
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
、
室

蘭
市
・
伊
達
市
と
の
協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　空
家
等
対
策
事
業
費
の
補
助
金
交
付
実

績
は
、
令
和
３
年
度
０
件
、
令
和
４
年
度
１

件
で
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
所
有
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え
は
。

　
　空
き
家
等
の
所
有
者
に
対
し
、
所
有
者

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
今
後
の
利
活
用
の

意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
管
理
不
全
と
な
っ
て
い
る
空

家
や
、
新
規
空
家
等
の
所
有
者
へ
連
絡
す
る

際
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
聞
き
取
り
を
行
い
、

所
有
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

空
家
等
の
所
有
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　ニ
ー
ズ
把
握
を

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
一
体
化
は

質答 質答

質質 答答
登
別
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
園
路
の
整
備
は

新
入
学
準
備
金
の
早
期
支
給
の
考
え
は

サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に

　
　
　開か
れ
た
議
会
へ

わ
か  

き

お  

ぐ
り

た  

な
か
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　絵
本
の
配
布
と
図
書
館
へ
の
来
館
を
目
的

と
し
た
、
３
歳
児
対
象
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス

タ
ー
ト
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　配
布
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
配
布
率
が
低
か
っ

た
た
め
、
現
行
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
が
、
令
和
６
年
度
に
向
け
て
は
、
お
は
な

し
会
の
土
曜
日
開
催
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　他
事
業
と
の
連
携
や
新
た
な
申
し
込
み

方
法
に
つ
い
て
は
。

　
　ブ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
あ
ー
に
す
と
の
連
携

や
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

幼
児
の
絵
本
に
ふ
れ
る
機
会
の
向
上
を

質質 答答

い  

と
う

※石積…盛り土の崩壊を防ぐために石材を積み重ねること。 ※擁壁…斜面の土を留めるための壁状の構造物のこと。

　議会に足を運ぶことができない方も、スマート
フォンやパソコンで本会議や委員会の生中継、過去
の録画中継をご覧いただけます。市議会ウェブサイ
トにアクセスし、「議会中継」のリンクからご覧く
ださい。

議会中継を
スマートフォンなどで
閲覧しませんか？

令和５年第２回定例会は６月16日㈮
から開催される予定です。

広聴・公開委員会委員と議会サポーター

い  

と
う



　
　今
回
の
本
市
の
医
療
費
助
成
拡
大
に
よ

る
変
更
点
は
。

　
　現
在
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
助
成
範

囲
は
中
学
生
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
課
税
世

帯
の
小
・
中
学
生
の
通
院
及
び
中
学
生
の
入

院
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　今
回
の
拡
大
で
助
成
範
囲
が
高
校
生
世
代

ま
で
と
な
り
、
ま
た
新
た
に
課
税
世
帯
の
中

学
生
・
高
校
生
世
代
の
入
院
が
対
象
と
な
る
。

　こ
の
こ
と
に
よ
り
、
入
院
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
世
代
ま
で
課
税
非
課
税
を
問
わ
ず
助

成
対
象
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）
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　民
間
事
業
者
へ
委
託
す
る
本
事
業
は
、

家
庭
訪
問
を
行
う
経
験
と
知
識
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
事
前
の
ケ
ー
ス
説
明
や

研
修
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　事
業
者
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
本
事
業

の
従
事
者
を
対
象
と
す
る
内
容
の
研
修
は
、

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
、

児
童
虐
待
の
予
防
に
係
る
よ
う
な
研
修
な
ど
、

本
事
業
の
内
容
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
研
修

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
な
ど
が
適
宜
開
催
し

て
い
る
た
め
、
参
加
可
能
な
研
修
に
つ
い
て

は
受
講
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

　
　休
日
保
育
の
実
施
箇
所
が
富
士
保
育
所

の
み
の
た
め
、
就
職
先
を
選
択
す
る
過
程
で

断
念
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
休

日
保
育
施
設
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　休
日
保
育
を
実
施
す
る
に
は
、
最
低
限

３
人
の
保
育
士
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

利
用
者
が
少
な
い
現
状
で
は
、
費
用
対
効
果

の
面
で
も
適
切
と
考
え
る
。

　現
在
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な
い
も
の
の
、

令
和
６
年
度
に
新
生
町
３
丁
目
に
開
園
予
定

の
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
体
制
を
整
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質答

予算・決算委員会（令和５年度予算審査）各委員の質疑

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
範
囲
は

休
日
保
育
の
実
施
施
設
を

　
　
　
　
　増
や
す
考
え
は

質答 質答
見
守
り
の
必
要
な
家
庭
へ
の

　
　
　
　
　
　訪
問
事
業
は

　
　バ
ス
の
減
便
で
赤
字
は
解
消
さ
れ
る
が
、

市
民
に
と
っ
て
は
不
便
と
感
じ
、
利
用
者
の

利
便
性
も
大
切
だ
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　赤
字
が
改
善
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性

が
低
下
し
な
い
の
が
望
ま
し
い
。

　交
通
事
業
者
に
お
い
て
は
、
乗
務
員
の
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
人

口
減
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
把
握
し
、
公
共

交
通
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
く
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　福
祉
体
制
の
重
層
的
支
援
の
強
化
は
。

　
　令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
支
援
体

制
構
築
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
多
機
関
協
働
事
業
へ
つ
な
ぐ
相
談

支
援
、
社
会
と
つ
な
が
る
ニ
ー
ズ
の
メ

ニ
ュ
ー
や
対
象
者
定
着
支
援
・
受
け
入
れ
先

支
援
を
行
う
参
加
支
援
・
世
代
間
交
流
を
図

る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
地
域
活
動
の
活
性

化
へ
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
が
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　そ
れ
に
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
支
援

機
関
、
町
内
会
な
ど
と
連
携
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
が
91･

４
％
と
100
％
ま
で

あ
と
少
し
だ
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
め
ば
、
電

気
料
金
が
下
が
る
効
果
も
あ
る
。

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
100
％
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　他
の
町
内
会
と
比
較
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

進
ん
で
い
な
い
町
内
会
に
対
し
て
、
効
果
や

市
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
の
状
況
を
説
明
し
、
早

期
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
働
き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
数
年
に
渡
り
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
令
和
５
年
度
に
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

100
％
の
達
成
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
100
％
を
目
指
し
て

福
祉
体
制
の
重
層
的
支
援
の
強
化
は

　
　本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
い

手
不
足
の
要
因
の
一
つ
が
、
住
所
や
電
話
番

号
を
公
表
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
国
か
ら
閲
覧

で
き
る
状
況
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
改
善

す
る
べ
き
で
は
。

　
　個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

時
勢
に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
公
表
を
理

由
に
引
き
受
け
た
く
な
い
と
い
う
方
が
い
る

可
能
性
も
あ
る
。

　他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

質答 質答

質答質答
バ
ス
の
減
便
の
な
か
、

　
　
　市
民
の
足
の
確
保
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　
　
　担
い
手
不
足
問
題

よ
ね  

た

さ
　

 

さ
　き

　
　青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
移
動
時
に
よ

る
交
通
事
故
、
現
施
設
の
耐
震
性
、
大
津
波

警
報
発
生
時
の
避
難
へ
の
心
配
な
ど
、
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で
青

葉
小
学
校
敷
地
内
に
配
置
す
べ
き
で
は
。

　
　同
じ
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
理

想
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
し

て
き
た
。

　安
全
・
安
心
な
施
設
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所

を
今
後
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質答
安
全
・
安
心
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

こ
ん  

の

あ  

だ
ち

す
ぎ  

お

く  

ど
う

む
ら  

い

ち
　

 

だ

　市
民
か
ら
の
公
募
で
名
付
け
ら
れ
た

本
紙
の
愛
称
で
ぃ
す
か
す
は
、
市
民
と

議
会
を
結
ぶ
広
報
紙
と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　で
ぃ
す
か
す
116
号
で
公
募
し
た
、
議

会
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
市
民
と

議
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
議
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一

部
紹
介
し
ま
す
。

　議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
議
会
が
市

民
と
の
協
働
に
ふ
さ
わ
し
い
委
員
会
活

動
や
運
営
を
目
指
し
、
議
案
の
審
査
や

調
査
の
た
め
の
参
考
意
見
を
求
め
て
、

市
民
か
ら
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　各
委
員
会
で
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
は
、
委
員
会
の
活
動
状
況
、
政
策
・

条
例
の
提
案
に
対
す
る
意
見
や
助
言
を

い
た
だ
き
、
時
に
は
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
方
を
お
招
き
し
て
ご
教
授
い

た
だ
く
な
ど
、
市
民
や
有
識
者
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も

市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指

し
、
サ
ポ
ー
タ

ー
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
　
　
　

　
　
　（伊
藤
）

　小
・
中
学
校
へ
の
新
入
学
生
に
と
っ
て
、

入
学
の
準
備
は
、
何
よ
り
も
心
が
弾
む
も
の

で
す
が
、
そ
の
た
め
の
保
護
者
の
負
担
は
大

き
く
、
支
給
さ
れ
る
準
備
金
は
経
済
的
支
え

と
な
っ
て
お
り
、
支
給
が
今
よ
り
１
〜
２
カ

月
早
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
心
も
和
や
か

な
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
　新
入
学
準
備
金
の
支
給
は
１
〜
２
月
中

に
支
給
し
、
余
裕
を
も
っ
て
入
学
準
備
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　支
給
作
業
が
増
加
す
る
た
め
、
困
難
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）
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　事
業
の
整
備
内
容
と
目
的
、
工
事
期
間

及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

　
　ビ
ー
チ
パ
ー
ク
裏
側
（
登
別
駅
側
）
に

あ
る※

石
積
の※

擁
壁
を
一
部
撤
去
し
、
園

内
の
芝
生
部
分
へ
既
存
の
西
側
出
入
口
ま
で

を
結
ぶ
新
た
な
園
路
を
設
置
し
、
石
山
通
り

の
歩
道
に
つ
い
て
も
新
整
備
の
予
定
で
あ
る
。

　年
内
の
完
成
を
見
込
み
、
市
の
基
準
に
よ

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
歩
道
面
で
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
ヌ
プ
ル
ま
で
の
新
園
路
を

設
置
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
が
安
全
に
通

行
で
き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　現
在
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
学
校
図
書

館
シ
ス
テ
ム
と
の
一
体
化
を
行
い
、
効
率
的

な
運
営
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
学
校
図
書
館
シ
ス

テ
ム
と
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　現
時
点
で
は
時
期
が
未
定
だ
が
、
次
回
の

シ
ス
テ
ム
更
新
時
に
は
、
学
校
図
書
館
シ
ス

テ
ム
を
所
管
す
る
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
、
室

蘭
市
・
伊
達
市
と
の
協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　空
家
等
対
策
事
業
費
の
補
助
金
交
付
実

績
は
、
令
和
３
年
度
０
件
、
令
和
４
年
度
１

件
で
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
所
有
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え
は
。

　
　空
き
家
等
の
所
有
者
に
対
し
、
所
有
者

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
今
後
の
利
活
用
の

意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
管
理
不
全
と
な
っ
て
い
る
空

家
や
、
新
規
空
家
等
の
所
有
者
へ
連
絡
す
る

際
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
聞
き
取
り
を
行
い
、

所
有
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

空
家
等
の
所
有
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　ニ
ー
ズ
把
握
を

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
一
体
化
は

質答 質答

質質 答答
登
別
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
園
路
の
整
備
は

新
入
学
準
備
金
の
早
期
支
給
の
考
え
は

サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に

　
　
　開か
れ
た
議
会
へ

わ
か  

き

お  

ぐ
り

た  

な
か
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　絵
本
の
配
布
と
図
書
館
へ
の
来
館
を
目
的

と
し
た
、
３
歳
児
対
象
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス

タ
ー
ト
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　配
布
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
配
布
率
が
低
か
っ

た
た
め
、
現
行
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
が
、
令
和
６
年
度
に
向
け
て
は
、
お
は
な

し
会
の
土
曜
日
開
催
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　他
事
業
と
の
連
携
や
新
た
な
申
し
込
み

方
法
に
つ
い
て
は
。

　
　ブ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
あ
ー
に
す
と
の
連
携

や
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

幼
児
の
絵
本
に
ふ
れ
る
機
会
の
向
上
を

質質 答答

い  

と
う

※石積…盛り土の崩壊を防ぐために石材を積み重ねること。 ※擁壁…斜面の土を留めるための壁状の構造物のこと。

　議会に足を運ぶことができない方も、スマート
フォンやパソコンで本会議や委員会の生中継、過去
の録画中継をご覧いただけます。市議会ウェブサイ
トにアクセスし、「議会中継」のリンクからご覧く
ださい。

議会中継を
スマートフォンなどで
閲覧しませんか？

令和５年第２回定例会は６月16日㈮
から開催される予定です。

広聴・公開委員会委員と議会サポーター

い  

と
う

https://vdg.jp/RiIPeJRXcucu/

